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渤海は紀元698年 ～926年 、靺鞨族を主体 として中国の東北地方を中心として、朝鮮半島の
東北部、ロシアをふ くめた広大な地域に建立した民族的地方政権であった。文献 と考古資料に
よると、渤海政権が存在 した229年 間に、都城は四度、遷都 した。最初の都は敦化で、史書に
「旧国」とみえる。天宝(742～756年)中 に、中京の西古城を都 とし、天宝末に上京に変遷 し、
785年 に上京か ら東京八連城 に遷都 した。794年 に再び、上京にもどり、その後926年 に遼 に
滅ぼされるまで、上京を都とした。上京城 は2次 にわたる都で、もっとも長 く、規模も最大で、
計画プランと建築は完備 していた、都城 と建築の面において、 「海東盛国」 といわれた文化様
相をよくあらわしている。




の北、鏡泊湖に至ると、牡丹江に沿 う交通路に数カ所の城址、古城堡 と二十四石建築址1が あ
る。曹廷杰や金毓黻が早 くに考証 し、敖東城 を渤海初期の都城に比定 した。1950年 代末から






の支流の大石河(か って大什河 とい う)が 流れ、その河 口は山城の東4.5㎞にある。牡丹江東
岸の永勝遣址とは5kmの 距離で、東北の六頂山墓群 とは7㎞ へだてる。山城の城墻は山復を土
石混交で築成 し、囲繞 されている。周長2000m前 後、山城に東西の二門が設 けられている。
城 内の地形は西南が高 く、東北が低い、東門内の南側の緩やかな山の凹地に50余 戸の半地下
式住居址が分布する。居住地の北側 と西門内の100mに 、それぞれ貯水池がある。城内に、数
カ所の平らな台状部がある。城の内外で、かつて鉄矛 ・鉄刀 ・鉄鏃や唐の 「開元通宝」錢がみ
っかっている2。
敖東城はまたの名を 「顎多哩城」、「阿克敦城」などとよばれた。敦化市の東南部の牡丹江左
岸に位置する。内城 と外城に分かれる土城である。外城は東西400m、 南北200mで 、西 ・北 ・
南壁がわずかにのこる。南門があり、内城の南門と相対している。内城は方形で、一辺長 さ
80mで 、外城の中央部の西に位置す る。そこは地形的に高くなっている。外に濠が囲繞する。










跡の北北東3㎞ に六頂山墓群がある。遺跡の範囲は比較的大きく、東西700m、 南北1000mで 、







2劉 忠義 「東牟 山在郷里?」 『学習与探索』1982・4。 吉林省文物志編委会 『敦化 市文物志』1985。
3単 慶麒 「渤海 旧京址調査」『文物』1960-6。 王承礼 「吉林敦化牡丹江上遊渤海遣址調査記 」『考古』1962-11、延辺博
物館延辺文物簡編編写組 『延 辺文物簡編』66頁 、延 辺人民出版社 、1988。 吉林省文物志編委会 『敦化市文物志』1985。
李強 「渤海 旧都即敖東城置疑」『東 北歴史与文化』遼瀋書社 、1992。 敖東城 の内外城 の規模 については、記載に差があ
り、本文では 『文物』1960-6の 插図 を用いた。
4「 桂担婁 」『新唐書』渤海伝 は 「担婁」 とす る。 「渤海、本粟末靺鞨 附高麗者、姓大氏。率衆保捐婁 之東 牟山…築城郭
以居 」

















1号 宮殿址の北36mに2号 宮殿址がある。2号 宮殿址北側に外方向にのびる烟道のようなも
のがある。2号 宮殿址の左右に脇殿がある8。1号 宮殿、2号 宮殿および2号 宮殿の左右脇殿
の間はすべて回廊で通 じている。3号 宮殿址9と2号 宮殿址は80mへ だてる。内部に横墻があ








人連城は内城 ・外城の両城か らなり、いずれ も土築で、外城は基本的に方形を呈する。最近
6烏 山喜一 ・藤 田亮策 『間 島省 古跡 調査報告』1937。 延 辺博物館延辺 文物簡編編 写組 『延辺文物簡編 』延辺人民 出版
社、1988。 吉林省文物志編 委会 『和龍県文物志』1985。
7こ れ は 『延辺文物簡編』 記載の数字。 『間 島省古跡 調査報告』 に よると、640×720m。 『和龍県 文物志』 には630×
720ma
8『 間島省 古跡調査報告』3号 、4号 。
9『 間島省 古跡調査報告』5号 。
10延 辺博物館 延辺文物簡編 編写組 『延辺文物簡編 』延 辺人民 出版 社、1988。 吉林省文物 志編委会 『琿春県文物 志』
1985。 烏 口」喜一 ・藤 田亮策 『間島省 古跡 調査報 告』1937。 斎藤i優 『半拉城』1942。 駒井和慶 「渤海東京龍原府宮城址




m、 南墻701m、 北墻712m、 周 長
2894m11で ある。城外 に周濠が ある。
内城 は外城 中央 の北側 にある。東 西












両側に、おおよそ対称的な配殿(脇 殿) 図3八 連城城址平面圈
がある。これらのあいだに暖房施設がある。
内城の南、外城の南墻まで南北に相接 して、二っの区域(広 場空間)を 設けるが、中心軸上
に位置し、門にあいつうじている。その二区域は、内城 と接 していて、文献記録にみえる 「中
央三城」である。 「中央三城」の両側は、二つの独立 した区域で、一独立区域内はまた小区に
分けられている。内城の北側にある横墻は外城の東 ・西の両墻 と接する。横墻の北 と外城北墻









11『 延辺文物簡編』 と 『琿春県文物志』 を引用。『間島省古跡調査報告』 では700×740m、 記載の数字は700×730m、
『中国都城 ・渤海 研究』記載 の数字 は700×750m。 『渤 海文化』記 載の数字は南墻612m、 東墻739m、 北墻696m、 西
墻728m。







よばれてきた。近代では世環鎮(四 環鎮)と いわれ、現在は渤海鎮 とよばれる。城址の東側






北方の上官地古橋址は俗称 「七孔橋」といわれる。全長160m、 幅17mで 、江水が下がったと
き、石積みの粗大な橋梁、昔 日の雄姿をあらわす13。城址の北方の牡丹江の対岸に三霊屯があ
る。以前に三霊屯1号 大型石室墓が発掘 されていたが、近年あいっいで三霊屯2号 壁画墓や三
彩陶器が発掘 され、渤海の王陵区に属することが証明された。
城址の西辺、牡丹江を過ぎると、中下等級に属する大朱屯墓群 と紅鱒漁場墓群がある。後者
は、発掘 された渤海墓葬のなかで、一墓群 としてもっとも多い。城址の西南15㎞ の杏山郷で、
近年はじめて渤海瓦辱址が見つかり、発掘 された。
上京城址の重要な考古資料 として、比較的早いのは1939年 に出版 された 『東京城』で、そ






宮城 は長方 形規格 を呈す る。東西620m、 南北720m、 周長2680m。 城墻 は大小 の玄武岩 の
整形石 を用い て積築す る。保存状況は良好で ある。高 さ3～4mに お よぶ。
宮城の南 ・.北墻 の中間に門 を設 ける。南 門が正門で、いま の 「五鳳楼」 のところであ る。 門
址の真ん 中に、高い基壇 がある。東西42m、 南北27m、 高 さは現地表か ら5.2m、 深 さ1.3～1.5
13陳 青柏 「唐代渤海 国上京龍泉府遣址一全 国重点文物 保護 単位 之一 」『黒龍江省文物叢刊』創刊号、1981。 朱国忱 ・金
太順 ・李硯 鉄 『渤海故都』は、楊賓 『柳辺紀 略』記載 の 『橋九洞』 を結 びつ けて、 「今 に称 う七孔(空)橋 は確 かでな
く、「七數 八孔 」はまちがいで、楊賓は 「橋九洞」 とす る。 このよ うに橋數八基 は 「九洞 」である。事 実上、も とは8
カ所 の橋増 で、そのなかの1基 は、江岸 に近い橋燉 の積石 は人 によって取 り去 られ たもので、さらに流水の衝撃で石堆
が減少 し、水没 した」 とのべる。黒龍江省人民 出版社 、1996,611頁 。
14黒 龍 江省考古 工作隊 「渤海上京宮城第一 宮殿 東、西 回廊遣址発 掘整理簡報」、 「渤海上京龍泉府宮殿第2・3・4号
門址発掘簡 報」『北方文物』1987-1。 黒龍江省文物考古研究所 ・牡丹江文物管理 「渤海 国上京龍泉府遣址1997年 考古新
収穫 」『北 方文物』1999-4。 黒龍江省文物考古研 究所 ・牡丹江文物管理站 「渤海 国上京 龍泉府外城 北門址発掘簡報」、
黒龍 江省 文物考古研 究所 ・吉林大学考 古学系 ・牡丹江文物管理站 「渤海 国上京龍泉府宮城第2宮 殿遣址発掘簡報」『文








mで ある。基壇内は、砂土と卵石をまぜて版築 され、外表面は玄武岩 と細長い石を用いて、両
道の石墻を覆って積み上げられている。基壇の上に礎石を配置 される。東西方向7列 、1列
10石 を並べる。門道は両道の石墻壁の上にあり、焼成 ををうけた紅褐色の又柱の痕跡があ り、
梁構造 と説明されている15。 宮城正門の発掘で大量の瓦辱、石製蠣首、鉄門枢や形が不同の
鉄釘などが出土した。
正門の西門道の西57mに 門道の側門、進門が発見 された。殿前の広場 と宮城の西区に通 じ
ている。門内の西側に小形の門房が発見され、門は東壁に開く。北壁西段と西壁にそって、肚
とオン ドルがある。発掘された主要遺物は、瓦慱のほか、 日常生活用の鉄器 ・陶器があ り、門






掘によって、城濠の上場は2.5m、 底部1.65m、 深さ1.8mで 、白灰と河原石をね りあわせて底
面に敷 くことがわかっている。
(2)宮 殿址
宮城内部は、南北方向の墻によって東 ・中 ・西の3区 に隔てられている。東 ・西区はそれぞ
れ幅157m、 中間幅180m、 各区内部はまた縦横の墻垣によって、いくつかの部分や院にわけ
られている。院は宮殿やその他の建築遣址で発掘 されている。中区に建築遺構7カ 所、東区
13カ 所、西区17カ 所、計37カ 所である16。
中区宮殿址 中区宮巖址は主として宮城南門内の中軸線上の5基 の殿址をい う。
第1宮 殿の基壇は南門の北175mで 、東西55.5m、 南北24m、 高 さ2.7mで ある。基壇は土
で築かれ、四周に切石、外面に1段 の長方形包磚が残存する。基壇正面の左右 と背面の中間に
石築階段が設けられる。基壇上に大形礎石が東西12石 、南北5石 、11問 ×4間 である。出土
遺物は、瓦槫のほか、緑釉鴟尾、獣頭(鬼 瓦)や 数個の蠣首などである。
基壇両側は凸状で、低 くなり、現地面に接している。東西両側の曲尺形の回廊址 と通 じてい
る。両回廊の東西廊の長 さは各50mで 、東から西列に13個 の礎石、北から南列に3個 の礎石、
縦横間の長さはほぼ同じで、4～5m前 後が多い。そのなかで殿基壇の外に張り出す凸部分の
南北両辺の幅1.5m前 後を加 え、東西15m、 南北12mの 区域をつ くる。地面か ら約50cm、 高く
なっている。文献や大明宮含元殿の発掘にもとつくと、それは渤海官吏は殿の前面から後面の
第二宮殿の門址17を通ったとい う。南北廊の長さは136mで 、北から南列に30個 の礎石を配す
る。間隔は4～5mが 多い。西から東列に4個 の礎石、そのなかの中間の2個 の礎石は直径1.5m
15丹 化沙 「渤海上京近年発現重要文物和遺跡」『遼海 文物 学刊』1988-2。
16中 国社会科学院考古研究所 『新中国的発現与研究』623頁 、文物出版 社、1984
17社 会 中国社会科学院考古研究所西安唐城工作隊 「唐大明宮含元殿遣址1995・1996年 発掘報告」『考古学報』1977-3。
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前後で、間隔は6m前 後である。両辺の礎石の直径は1m前 後で、それ らは中央の2個 と4.5
m前 後へだてている。 この曲尺形回廊は、明らかに宮内その他の回廊より広 くつ くる。南北廊
の外側の礎石の間は、厚 さ約0.25mの 土墻基底部が発掘 された。墻の中間に直径約20cmの 木












さいごに西朝堂と東朝堂に集まる。 これに準じて、渤海官吏は、南墻西門から入 り、第1宮 殿
西側の南北廊中に集ま り、南墻東側門から入 り、第1宮 殿東側の南北廊中に集まったとおもわ
れる。ただし東側門は発掘で、仮門であったので、そのような渤海官吏はただ正門両側の門道
別々に宮に入った。
第2宮 殿址は第1宮 殿址の北135mの ところにある。殿址の前面は南北約115mの 密封 され
た広場である。第2殿 が廃棄されたあと、その殿基壇は清末民初に瓦窯がつくられ、甚だしく
破壊 された。1997年 、その殿址の発掘がなされ、その黄土の基壇の周囲の2層 の地覆石、東
西93.5m、 南北22.4m、 地覆石の外は敷石が散在 していた。基壇上の礎石の多くは無 くなって
いたが、礎石下の根石の大部分は遺存 した。 これか ら推測して、殿址は桁行19間 、梁行4間
で、同一規模のものは第1宮 殿の上に存在 した。第1宮 殿と同様、基壇正面の左右 と背面の中
ほどに上殿の基壇がある。基壇東西の両側はそれぞれ短い東西墻は、その外側の南北向きの墻
と連なって、東西墻の中間には南北に通 じる門址がみつかった。発掘で出土した大半は陶製の
建築材で、「□品位」の3文 字の慱がふ くまれる。第1字 目はわずかにのこり、「四」かもしれ
ない。
第2宮 殿は、その位置と規模からみて、大明宮の宣政殿、上京宮城の 「中朝」に相当する。
第2宮 殿址から北に、 さらに東西約60m、 南北約80mの 空間の広場があり、第3、 第4宮
殿址はその広場の北側に位置する。第3宮 殿基壇は土築で、東西約30m、 南北約20m19、 外側
の切石は高さ約1.8mで 、礎石の配列か ら殿址は桁行7間 、梁行4間 である。
第4宮 殿址の規模は大きくはなく、主殿 と脇殿で構成され、ともに一基壇上に建てられる。
18馬 得志 「唐長安城発掘新収穫」『考古』1987-4。
19『 渤海文化』36頁 図20に よる。
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基壇の四周は磚:敷きである。主殿は東西21.6m、 南北15rn、 桁行9間 、梁行5間 で、回廊が
めぐらされ、前廊は明廊である。内部に3室 があ り、中室はせまく、左右室は大きい。左右室
にオン ドルがつくられ、煙道があ り、それは殿後方の両側の煙突 とつながっている。左右の脇
殿の大きさは等 しい。その うち左(東)脇 殿内で炉址、殿外で排水溝がみつか り、厨房と推定
される。
第4宮 殿址の西で、第4宮 殿主殿 とくらべてやや大きく、配置や構造がよく似た建物がある。
第4宮 殿 と回廊でつながる。いずれもオン ドルを備 え、オン ドルの煙突は殿内の左右室の西後
方に設けられている。第4宮 殿の東側に、その殿と対称的に計画 された建物がある。
第3宮 殿 と第4宮 殿は比較的近い。両側に相い通 じる回廊(こ の回廊は比較的広く、外側に
室の隔墻痕跡があり、内側が明廊)が あり、中央部にさらに両殿の前後を一体 となす廊があり、
あたかも唐大明宮の紫宸殿のようである。第3宮 殿はっまり紫宸殿の前殿、第4宮 殿は後殿で、
合わさって渤海王の内朝寝殿 となった。 したがってそこにオン ドルを設けられている。第3・
4宮 殿址で、花文墫や多 くの緑釉柱座、瓦、背飾がみつかった。建物がきわめて華麗であるこ
とをしめす。 さらに第4宮 殿の西室のオン ドル上で、 日本の 「和銅開珎」錢幣がみつかった。
第5宮 殿址は第4宮 殿址 と比較的離れている。それは第4宮 殿址 と回廊で通 じていないだけ
でなく、中間にさらに横墻で隔てている。殿の基壇は東西約37m、 南北約20m、 高さ0.6mで 、





東 ・西区宮殿址 東区は南から北に四院がある。各院の北墻 と南墻は相接する院 と南墻 と北
墻の間はいずれも東西向きの通道がある。第1宮 殿の東側の院内で、5基 の宮殿址が発掘され







させると、渤海中台省な どに相当する機構があったとみ られる。1964年 、南辺の院の中央西
寄 りで、倉庫状の建築、「堆房」が発掘 され、大量の日用陶器などが出土した。
西区中央部の院西北角の一小院に、中区第四宮殿およびその西側に隣接する構造のようなも
ので、オン ドルをもつ住居址が発掘された。保存状況は良好で、大量の生活容器や陶器 ・瓦 ・
20張 鉄寧 「渤海上京龍泉府宮殿建築復原」『文物』1994-6。
21平 岡武 夫 『唐代的長安与洛 陽』(資 料)93,96頁 、上海 古籍 出版社、1989。 徐松撰 ・李建超増訂 『増訂唐両京城 坊










東西幅は213m、 南北朝720mで ある。北部の3分 の1は 、墻で隔てられ、単独の一院 とな り、
建築址が見つかっている。南半部は園林で、園林の中央に南北長約190m、 東西幅約110m、








る。南半部は園林で、北部の3分 の1の 院にすぎないことを考慮す ると、西側付属区は長安城
の掖庭宮にあたる。主 として後宮人が住む ところである。その北部に太倉があり、南部に内侍
省、さらに未確認の建築址がある。北側付属区は大明宮北辺の玄武門と重玄門の間の夾城に相









東 ・西 ・南に城門を設ける。東 ・西門は皇城北側の東西横街の両端に位置する。南門は南墻
の中間、北門は宮城正門に対 していて、南は郭城の南壁正門に通ずる。
22吉 林省博物館 「吉林輯安高句麗建築遣址的清理」『考 古』1961-1。
23黄 后林 「渤海上京城御 華園南門址被 首次発 現」『北方文物』1993-1
24宋 敏求 『長安志』巻6「 大 明宮」 条、「北面一 門日元武門」原 注 日 「徳宗造 門楼 、外設 両廊、持兵 宿衛 、謂之北衙」。
平岡武夫 『唐代的長安与洛陽』(資 料)96頁 、上海古籍 出版社、元武 門、す なわち玄武 門。
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皇城南門基壇の高さは約2mで 、東西28m、 南北9mで 、内部は版築され、外部は切石で
ある。基壇上に礎石を配 し、前後8列 の礎石で、中央部は4道 の横方向の隔墻があ り、毎道の
隔墻の一端あるいは両端にはまた礎石1が ある。4道 の隔墻のない部分には、門道をつくらえ
る。平面は桁行7間 、梁行2間 で、3門 道の城門建築である。
古代城門の門道の隔墻は一般にいずれも縦方向であるが、上京皇城正門のようなものはひ じょ
うに少なく、その構造は唐長安城の興慶宮、「勤政務本楼」遣址 と似ている。「勤政務本楼」遣










皇城東区の東西は長413m、 南北幅355mで 、その東北部で切石積み隔墻の遺存する三道 と3






上京 の郭城 は横長 方形 を呈す る。東墻長3358.5m、 西墻長3398m、 南墻長4586m、 北墻 中
央 は凸状 に張 り出 し、長 さ4946m、 周長16288.5m26。 城墻 は土石混交で、底部 に版 築の基壇
がある。城 外に壕 が ある。
郭城 は も ともと10門 があ り、 南墻 ・北墻 は各3カ 所 、東 墻 ・西墻 は各2カ 所、南墻東 門 と北
墻正 門はす でに発 掘 されてい る。
南墻東 門は単 門道 で、深 さ6.1(西 側)～6.4(東 側)m、 幅5.4(北 端)～5.5(南 端)mで
ある。西側 門數の北面の西 よ りに、石積 み井戸がみっ かった。
北墻正 門は宮城 北側 付属 区北墻の 中間に位 置す る。 その門址 は解放前 にすで に一部 が発掘 さ
れ 、基礎 の部分 はの こって いない。1998～1999年 、 中国学者 の全面発掘 による と、その規模
25馬 得志 「唐長安城発掘新収穫 」『考古』1987-4。







1段 長さ5.3m、 幅2.2～2.3mの 土石混交の連結墻があり、墻の外は東 ・西門道 と門激がある。
西門道を例にとると、幅5.2m、 長さ7mで 、門道両側は幅約2.4rnの 門燉である。
1997年 宮城北辺の付属区東側の郭城の北墻で、あらたに1城 門がみつかった。前後の2期
があり、それぞれ単門道がつく。前期の正門嫩の南側で、門楼に上がる石の階段が発掘された。
宮城北側付属区の西辺で、門址 と相対する郭城の北墻上で、城壁のない ところがあり、門址 と
推定され る。そのように郭城北墻に城門5が あり、それは隋唐長安城 と類似 し、長安城の北墻
の城門は南墻にかかわる。
(2)街 路
郭城内で、街路9条 がみつかっている。そのなかで南北街5条 、東西街4条 で、城の南部に
さらに1条 の東西街があり、四面の城墻内に 「順城街」があったと推測される。そのように1





















と、郭城の里坊は西半城41、 東半城39、 計80と なる。
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くの調査を始めた。1960年 代初めの中朝連合考古隊調査によると、9寺 となり、その うちの




り、上京城内外の仏寺は10カ 所をこえるで あろう。1975年 、土台子村の南の耕地で、舎利函
が発見されたが、さきの仏寺と関連する。その舎利函は内外に七重となっていて、材質は石 ・
鉄 ・銅 ・漆 ・銀などである。七重 目の銀盒内で、絹製の包嚢でっつまれた精巧な淡緑色琉璃瓶、
瓶内に5顆 の暗白色の石英岩製の舎利子28が出土した。中朝連合考古隊の調査において、1号
と9号 の2基 の仏寺が発掘された。第1号 仏寺は渤海鎮西約400mの ところに位置し、東半城
の西から第1列 、北から数えて第2坊 の西南部にあたる。発掘は正殿にかぎられたが、その殿
は主殿 ・穿廊 と東西2室 の三部分からなる。平面は凸字形、主殿の基壇は東西23.68m、 南北
20m、 桁行5問 、梁行4間 で、南面は東西に階駿を設ける。北面の中央に階段がある。殿堂
の中央部は2本 の柱をへらして、凹字形の仏壇を設 け、その上に9仏 座を置 く。その配列によ
ると、塑像は一仏、二弟子、二菩薩、二天王(あ るいは二力士)、供養人、あるいは一仏、二
弟子、二菩薩、二天皇、二力士である。主室の周囲で、垂脊あるいは下端を脊をささえる獣頭
が4体 以上みつかった。主殿の屋頂は 「歇 山式」である。
第9号 仏寺は白廟子村の西北約600mに 位置 している。東南は郭城北墻西門から約250m隔
て、南は郭城北墻の約68mで ある。発掘は正殿にかぎられている。その高 さは当時の地表面




:n:都 城 の 発展 変 遷 と特 徴
渤海都城の発展 ・変遷は、おおよそ3段 階にわけられる。第1段 階は政権建立から 「天宝中」
27『 册府元亀』巻971朝 貢
28寧 安県文管所 ・渤海鎮;公社土台子大隊 「黒龍江省寧安県 出土的舎利函」『文物資料叢刊』2、1978。 魏 国忠 ・朱国忱 ・
趙哲夫 『謎 中王国探迷 一渤 海国考古散記』45頁 、山東画報 出版社 、1999。
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以前の 「旧国」を都とした時期である。第2段 階は 「天宝中」から中京を都 としてか ら、「天
宝末」に上京、785年 に東京に遷都 し、794年 に上京にもどる時期である、第3段 階は794年
に上京にもどり、926年 の遼による滅亡までの時期である。段階ごとにそれぞれ特色がある。
第1段 階の時期は短い。都城は城子山山城、敖東城(あ るいは永勝遺跡)の 城址でが関連す
る。城址の規模はいずれも大きくはなく、建築はまた広大でない。城子山山城内に多くの半地
下式穴住址が分布す る。靺鞨族の 「築城穴居」の伝統をしめしている。城子山山城 と敖東城
(または永勝遺跡)と の関係、組みあわせな どは、高句麗の伝統的都城の影響を受けている。
それは、この時期の渤海の都城が強烈な原始性をもっていたことをしめす。
第2段 階の時期はやや長い。おおよそ50年 間である。中京、上京 と東京の三京の城址にお
よぶ。 中京、東京城址の状況は基本的に明瞭である。上京は2次 にわたる都で、今 日知 られる




都 城 東西 南北 周長 東西:南 北
中京西古城 630 730 2720 1:1.6






都 城 東西 南北 距北墻★ 備 考
中京西古城内城 190 310 70
上京宮城 第二宮殿北区域 180 304 68 『六頂山与渤海鎮』図35か ら算出
東京八連城内城 218 318 160
(127+33)
*西古城 と八連城は現城址の北墻を指す。上京は宮城の北墻。




ば29、これもまた偶然のことでない。 もし上京宮城の創建時に西古城を模倣 してつくった とす














図は、当時あったとおもわれる(こ こを大城 と称 し、以後の上京の皇城、郭城と区別 していた)。





第3段 階の時間はもっとも長い。794年 か ら964年 の130年 におよぶ。その期間は、上京を




した郭城を修建 し、一般居民を配 した。、郭城の北面で、宮城東側付属区の園林に対す る、広
大な 「玄武湖」園林をつ くった。つぎに宮城内部の建物配置の面で、第1次 の内城南門を第2
宮殿に改建し、同時に第2宮 殿の前に、第1宮 殿を修建した。渤海王の上朝正殿 としてつくり、
もともとの上朝正殿の第3宮 殿はつまり第4宮 殿 となり、ともに寝殿 となった(今 日の第3宮
殿 ・第4宮 殿址は、後に重建 されたもので、位置 ・プランはかわっていない。上述の中京西古
城、東京八連城の主要な宮殿建築はそのよ うな可能性がある)。第1宮 殿、第2宮 殿の前辺に、












界で、すでに論議 されている。それは唐中原の制度 ・文化をまなび、隋唐長安城(隋 は大興城、
唐は長安城城 と改め、一般に隋唐長安城 と称される)の 影響を受けている。
具体的にいえば、上京城宮殿は長安城の宮城 中央部の太極宮(隋 の大興宮)相 当する。上京
宮城の東側の付属区は長安城城の東宮、上京宮城の西側付属区は長安城の掖庭宮にあたる。上
京の皇城、郭城はすなわち長安城 と同 じである。ただ し政権等級や勢力の制限によって、上京







(3)上京城宮城+左 右付属区+横 街+皇 城1045ま た は10501259ま た は1266
































『唐両京城坊考』に照合すると、ある研究者はその里数 について換算 し、現在の考古資料 と対
照させ、その結果 『長安志』が記する東西幅は宮殿区と東宮をあわせた広さであると指摘 し
た31。現在の考古学界でい う長安城宮城はまさに宮殿 区で、東宮と掖庭宮をすべて包括 した も
のである。「隋時規建、先築宮城」は中間宮殿区あるいは東宮、掖庭宮すべてを包括 したもの
で、当時修建が緊迫化 し、三部分を一度に修成 した可能性がおおきい。 しかし内部はまた墻で
隔て、おのおの単独区域 として、その中核は習慣の宮殿区であった。その後また皇城、郭城、
さらに城北の禁苑を修築 した。
渤海都城の修建は、上京 自体の修建 ということだけでなく、中京から上京をへて東京に至 り、
しかるのちに再び上京にもどる。そうした歴史過程 を整理すれば次のようである。




違がある。 厂天宝末」、上京に遷都 したが、その状況 と基本的によく似ている。30年 後また東
京に遷都 した。東京琿春人連城はその以前の両城 と基本的に相似する。ただ城内のプランはわ
ずかに改変 された。ちょうどべっに大城 を造営したように、わずか10年 であったが、その挙













31徐 松撰 、李建超増訂 『増訂唐両京城坊考』2-3、27・30頁 、三秦出版社 、1996。
32『 長安志』巻七 「自西漢 以后 、至于晋、斉、梁、陳 、併有 人家在 宮闕之間、隋文帝以為不便于民。于是皇城之 内惟列
府寺 、不使 雑人居止、公私 有便 、風俗斉 粛、実隋文新意 也」。そのなかで 「不便于民」は、『唐 両京城坊考』巻一 に 「不























殿の発掘調査によって、1950年 代末に探査 と発掘、近年また大規模 な発掘が進行 した39。さら





である。前 ・中 ・後にわけると、宣政殿は 「中朝」に属する。
宣は政殿の後が紫宸殿であることを指す。その殿 は 「内朝正殿」40、またはこれを 「天子便
殿」と名づける。「不御宣政而御便殿日`入 閣'」41で、紫宸殿の官吏に召 され入ることはひじょ
うに光栄なことであった。考証をもとに、紫宸殿が前後の殿にわかれ、前殿は 「座朝門政」、
33『 長安志』巻六 、平 岡武夫 『唐代的長安与洛陽』(資 料)93頁 、上海古籍出版社。
34「 唐」李林甫等撰 、陳仲安 点校 『唐六典』巻七、217頁 、中華書 局、1992。
35徐 松撰 ・李建超増訂 『増訂唐両京城 坊考』5-6、27-30頁 、三秦 出版社 、1996。
36「 唐」李林甫等撰 ・陳仲安点校 『唐六典』巻七 、217頁 、 中華書 局、1992。
37馬 得志 ・馬洪路 『唐長安宮廷史話』60頁 、新華 出版社、1994。
38「 唐 」李林甫等撰 ・陳仲安点校 『唐六典』巻 七、218頁 、 中華書 局、1992。
39社 会 中国社会科学院考古研究所西安唐城工作隊 「唐大 明宮含元殿遣址1995-1996年 発掘報告」『考古学報』1977-3。
40徐 松撰 ・李建超増訂 『増訂唐両京城坊考』5-6、27頁 、三秦 出版社 、1996。
41徐 松撰 ・李建超増訂 『増訂唐両京城坊考』5-6、27-30頁 、三秦 出版社 、1996。
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後殿は 「退朝休息」ところである42。紫宸殿は両儀殿 と相対するが、両儀殿のような 「常 日听
政」ではなかった。
渤海上京宮城の正門の位置は、門外の計画、配置はいずれも承天門のようである。第1宮 殿
の位置、建築はまた含元殿のようであり、したがって上京宮殿正門は 第1宮 殿 と同じ 「外朝」
に属する。
第2宮 殿の規模は広大で、宣政殿 と同じで、渤海王が 「常朝之所」であり、中朝に属する。
第2宮 殿の前 ・左右の両側および第1宮 殿の両側の建築址は、宣政殿前左右両方の門下、中書
の類の機構に相当する。
第3・ 第4宮 殿は、紫宸殿のように 「内朝」に属する。両殿をあわせると、紫宸殿の前、後
殿に相当する。
このことから、渤海が都城を造営 し、完成 させたことは、渤海 の中原の先進制度や文化を吸
収 し、融化 したことなどをよくしめしている。 さらに吸収 ・融化の過程で、渤海三代の文王大
欽茂は率先して、その役割をはた した。大欽茂は、737～793年 の50年 間在位 したが、それは
まさに渤海都城の発展の重要な時期であった。文献に、大欽茂は継位をはじめ、多くにわたっ
て唐王朝に使臣を派遣 したことが記載 されている。中原の制度と文化を全面的に学び、推行 し
た。 したがって都城の建設は必然的に先ず最初におこなわれた。その後、歴代王の増修、改建
をへて、ついに渤海上京の各建築や施設は完備 し、制度化された。さなが ら当時の中国東北地
区はまた繁栄繁盛 した小長安城 となした。渤海 と中原は 「彊里量重海、車書本一家」の密接な
関係をものがたっている。
【要旨】
渤海は紀元698年 ～926年 、靺鞨族を主体 として中国の東北地方を中心として、朝鮮半島の東北部、ロ
シアをふくめた広大な地域に建立した民族的地方政権であった。文献 と考古資料によると、渤海政権が存
在 した229年 間に、都城は四度、遷都 した。初期の都は敦化で、史書に 「旧国」とみえる。天宝年間(742
～756年)に、中京の西古城(吉 林省和龍)を 都 とし、天宝末に上京(黒 龍江省安寧)に 変遷 し、785年
に上京か ら東京八連城(吉 林省琿春…)に遷都 した。794年 に再び、上京にもどり、その後926年 、遼に滅
















第1宮 殿の位置、建築は大明宮含元殿のようである。 したがって上京宮城の正門と第1宮 殿は 「外朝」に











ルを導入 した、とい うことになるで しょう。《都市は発展する》 という観点は、近代の都市に
関しては、いわば常識であります。1990年 代に入 り、中国の北京や上海は、めざましいスピー







必ず しも自明ではなかったように思います。つま り、 日本の奈良の都、平城京はできた ときに
すでに大内裏 と京域をそなえた完成 したプランを持っていたのであり、別の場所に都が移るま
で、プランに大きな変化はなかったと考えられているのではないでしょうか。
ここで、観点を変えて、東アジア以外の古代都市に目を向けてみましょう。この衛星写真は、
トルクメニスタンのメルヴの古代都城です。丸く見える内城がエルクカラ、その南側の大きな
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